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(57)【要約】
【課題】　得られる画像の耐湿性が高く、好ましいブラックの色調を有するブラックイン
クを提供すること。
【解決手段】　第１の水溶性染料、及び第２の水溶性染料を含有するブラックインクであ
って、前記第１の水溶性染料がポリアゾ化合物であり、前記第２の水溶性染料がモノアゾ
化合物及びジスアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種であり、前記インクが更に、炭素
数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が５以上である糖化合物を含有することを特徴とする
ブラックインク。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の水溶性染料、及び第２の水溶性染料を含有するブラックインクであって、
　前記第１の水溶性染料がポリアゾ化合物であり、前記第２の水溶性染料がモノアゾ化合
物及びジスアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種であり、
　前記インクが更に、炭素数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が５以上である糖化合物を
含有することを特徴とするブラックインク。
【請求項２】
　前記ポリアゾ化合物が、下記一般式（１）で表される化合物及び下記一般式（２）で表
される化合物から選ばれる少なくとも１種を含む請求項１に記載のブラックインク。
【化１】

（一般式（１）中、Ｍはそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は
有機アンモニウムである。）

【化２】

（一般式（２）中、Ｍはそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は
有機アンモニウムである。）
【請求項３】
　前記モノアゾ化合物が、Ｃ．Ｉ．フードイエロー３及び下記一般式（３）で表される化
合物から選ばれる少なくとも１種を含む請求項１又は２に記載のブラックインク。
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【化３】

（一般式（３）中、Ｍはそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は
有機アンモニウムである。）
【請求項４】
　前記ジスアゾ化合物が、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー８６及びＣ．Ｉ．ダイレクトイエ
ロー１３２から選ばれる少なくとも１種を含む請求項１又は２に記載のブラックインク。
【請求項５】
　前記糖化合物が、ソルビトール、ガラクトース及びトレハロースから選ばれる少なくと
も１種を含む請求項１乃至４の何れか１項に記載のブラックインク。
【請求項６】
　インクを収容するインク収容部を有するインクカートリッジであって、前記インク収容
部に収容されたインクが、請求項１乃至５の何れか１項に記載のブラックインクであるこ
とを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項７】
　インクをインクジェット方式で吐出する工程を有するインクジェット記録方法であって
、前記インクが、請求項１乃至５の何れか１項に記載のブラックインクであることを特徴
とするインクジェット記録方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はブラックインク、かかるインクを用いたインクカートリッジ、及びインクジェ
ット記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法において、色材として染料を含有するインクを使用した場合に
、得られた画像を高湿条件下に放置すると画質が低下する、即ち、画像の耐湿性が低いと
いう課題がある。これは、高湿条件下に放置した場合に、記録媒体中に残存する水溶性有
機溶剤が吸湿し、色材と共に記録媒体内部を移動することによって発生するものである。
この課題は、湿度変化による色調の変化が視認されやすい、モノクロの画像を形成した際
に、特に顕著に発生する。これを改善するために、耐湿性の高い構造を有する染料を含有
するインクが検討されている（特許文献１）。特許文献１には、特定の構造のポリアゾ染
料を含有するブラックインクが開示されている。また、インクに使用する染料の構造だけ
でなく、用いる水溶性有機溶剤にも着目して、耐湿性を改善する方法も検討されている（
特許文献２）。特許文献２には、特定の色材と吸湿性が低く蒸発しやすい水溶性有機溶剤
を含有するインクが開示されている。
【０００３】
　一方、モノクロの画像の画質を向上するために、好ましいブラックの色調を有するイン
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クが求められている。これを達成するために、ブラック染料とともに、他の色相の染料を
用いることで、調色する方法が検討されている（特許文献３～５）。特許文献３～５は何
れも、特定のブラック染料と特定の調色染料の組合せを開示するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－００２２７１号公報
【特許文献２】特開２００６－０４５５４２号公報
【特許文献３】特公平８－０２６２６３号公報
【特許文献４】特開２００５－１５４５４６号公報
【特許文献５】特開２００６－２２５５５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、本発明者らの検討の結果、上記のような従来のブラックインクを用いた
場合は、画像の耐湿性の改善とニュートラルな色調を共に達成することが難しかった。具
体的には、特許文献１及び２に記載の発明は、耐湿性は改善するものの、優れたブラック
の色調が得られなかった。尚、本発明において、優れたブラックの色調とは、「ニュート
ラルに近いブラックの色調」であり、これは画像が可視光の波長域（本発明においては、
４００ｎｍ乃至７８０ｎｍの波長域とする）において、フラットに近い吸収を示すこと、
即ち、吸収スペクトルが特定の吸収ピークを有さないことを意味する。
【０００６】
　また、特許文献３～５に記載の発明は、耐湿性については検討を行っておらず、本発明
者らが検討をしたところ、何れも耐湿性は低いものであった。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、得られる画像の耐湿性が高く、好ましいブラックの色調
を有するブラックインクを提供することにある。また、本発明の別の目的は、上記本発明
のインクを用いたインクカートリッジ、及びインクジェット記録方法を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的は以下の本発明によって達成される。即ち、本発明にかかるブラックインク
は、第１の水溶性染料、及び第２の水溶性染料を含有し、前記第１の水溶性染料がポリア
ゾ化合物であり、前記第２の水溶性染料がモノアゾ化合物及びジスアゾ化合物から選ばれ
る少なくとも１種であり、前記インクが更に、炭素数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が
５以上である糖化合物を含有することを
特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、得られる画像の耐湿性が高く、好ましいブラックの色調を有するブラ
ックインクを提供することができる。また、本発明の別の実施態様によれば、前記インク
を用いたインクカートリッジ、及びインクジェット記録方法を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、好適な実施の形態を挙げて、本発明を詳細に説明する。本発明のブラックインク
は、第１の水溶性染料、及び第２の水溶性染料を含有し、前記第１の水溶性染料がポリア
ゾ化合物であり、前記第２の水溶性染料がモノアゾ化合物及びジスアゾ化合物から選ばれ
る少なくとも１種であり、前記インクが更に、炭素数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が
５以上である糖化合物を含有することを特徴とする。尚、本明細書の記載において、Ｃ．
Ｉ．とは、カラーインデックスの略語である。
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【００１１】
　本発明者らが検討したところ、色材として染料を使用した場合に、耐湿性が得られない
メカニズムは以下の通りである。まず、記録媒体内部に存在する水溶性有機化合物が大気
中の水分を吸収し、この水分を吸収した水溶性有機化合物に染料が溶解する。そして、染
料が溶解した水溶性有機化合物が記録媒体を移動することで、画質が低下するものである
。本発明者らが、以上のメカニズムを元に検討を行ったところ、画像の耐湿性を改善する
ためには、記録媒体での移動度が小さい水溶性有機化合物を用いることが重要であるとの
知見を得た。更に、前記記録媒体での移動度が小さい水溶性有機化合物と親和性の高い染
料を選択することで、染料が水溶性有機化合物と共に記録媒体を移動することが抑制され
、吸湿による画質の低下が生じにくくなることを見出した。
【００１２】
　そして、本発明者らが、上述した耐湿性の改善のための知見、及び、優れたブラックの
色調が得られる染料の組合せの観点から、種々の染料及び水溶性有機化合物の組合せにつ
いて検討を行った結果、本発明の構成に至ったものである。即ち、水溶性染料として、ポ
リアゾ化合物、並びに、モノアゾ化合物及びジスアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種
を用い、水溶性有機化合物として、炭素数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が５以上であ
る糖化合物を含有するインクを用いることで、上記本発明の効果が達成される。このよう
な効果が得られる理由について、以下に詳述する。
【００１３】
　まず本発明者らが、種々の水溶性有機化合物について検討を行ったところ、糖化合物を
用いると良好な結果が得られた。そこで、更に、種々の糖化合物について、検討を行った
ところ、「炭素数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が５以上である糖化合物」（以下、「
特定の糖化合物」とする）を用いるときに本発明の効果が得られることが分かった。前記
特定の糖化合物は、吸湿性が高く、蒸発しにくい化合物であり、記録媒体中において、水
分を吸収した状態で存在しやすい。そのため、水溶性染料であるポリアゾ化合物、並びに
、モノアゾ化合物及びジスアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種との親和性が更に高く
なる。更に、前記特定の糖化合物の各分子は、それぞれのヒドロキシ基において、水分子
と水素結合を形成するため、複数の分子が水分子を介した集合体として記録媒体中に存在
することになる。この集合体は、ある程度の大きさを有するため、記録媒体での移動度が
非常に小さい。以上より、記録媒体において、前記特定の糖化合物は、親和性の高い水溶
性染料と共に記録媒体中で移動しないで留まることができ、その結果、得られる画像の耐
湿性が著しく向上するものと考えられる。尚、特許文献２のような従来技術では、耐湿性
を改善するために、吸湿性が低く蒸発しやすい水溶性有機化合物を用いている。これは、
耐湿性の低下の原因が水溶性有機化合物であるという事実のみに着目したためである。こ
のような従来の知見に対し、本発明者らは、水溶性有機化合物の性質だけでなく、色材と
水溶性有機化合物の親和性及び水溶性有機化合物の記録媒体内部での挙動にも着目して検
討を行った結果、従来の知見とは反対である、吸湿性が高く蒸発しにくい化合物である前
記特定の糖化合物を使用する、という本発明の構成に至ったものである。
【００１４】
　尚、前記特定の糖化合物の炭素数及びヒドロキシ基数（炭素数が６以上かつヒドロキシ
基数が５以上）は、上述の通り、種々の水溶性有機化合物、特に、種々の糖化合物につい
て、本発明者らが検討を重ねたことにより得られたものである。即ち、炭素数が５以下の
糖化合物や、ヒドロキシ基数が４以下の糖化合物を用いた場合には、上記本発明の効果が
得られなかった。これは、炭素数は分子の集合体の大きさに寄与することから、炭素数が
５以下の場合は、記録媒体中で移動しないで留まるのに十分な分子の集合体の大きさにな
らなかったためである。一方、ヒドロキシ基の数は水分子との水素結合に寄与することか
ら、ヒドロキシ基数が４以下の場合は、前記分子の集合体が水分子を取り込めず十分な分
子の集合体の大きさにならなかったため、又は、水溶性染料との親和性が十分でなかった
ためである。
【００１５】
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　以上のメカニズムのように、各構成が相乗的に効果を及ぼし合うことによって、本発明
の効果を達成することが可能となる。
【００１６】
　［ブラックインク］
　以下、本発明のインクを構成する各成分について、それぞれ説明する。また、上述の通
り、本発明における優れたブラックの色調とは、「よりニュートラルに近いブラックの色
調」であり、画像が可視光の波長域において、フラットに近い吸収を示すこと、即ち、吸
収スペクトルが特定の吸収ピークを有さないことを意味する。尚、吸収スペクトルが特定
の吸収ピークを有さなければ、吸光度の大小には関係なく「よりニュートラルに近いブラ
ックの色調」と判断できる。したがって、インクの色としては、吸光度が高い濃ブラック
のみでなく、吸光度が低い淡ブラック、即ち、グレーも含む。
【００１７】
　より具体的には、インクを用いて記録された記録デューティが１００％のベタ画像につ
いて、ＣＩＥ（国際照明委員会）により規定されたＬ＊ａ＊ｂ＊表示系におけるａ＊及び
ｂ＊を測定したときに、ａ＊及びｂ＊が共に０に近い値を示すブラックであることが求め
られる。後述する実施例では、ブラックインクのベタ画像と、色見本帳であるＦＯＲＭＵ
ＬＡ　ＧＵＩＤＥＳ／ｓｏｌｉｄ　ｃｏａｔｅｄ（Ｐａｎｔｏｎｅ製）に収載されている
色サンプルの中で、最も本発明における優れたブラックの色調に近い色サンプルであるＰ
ｒｏｃｅｓｓ　Ｂｌａｃｋ　Ｃを目視で比較することにより評価を行った。
【００１８】
　＜水溶性染料＞
　本発明のインクは水溶性染料として、ポリアゾ化合物、並びに、モノアゾ化合物及びジ
スアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種を含有する。インクに使用可能なものであれば
、公知の染料でも、新規に合成された染料でも使用することができる。
【００１９】
　（ポリアゾ化合物）
　本発明において、ポリアゾ化合物とは、１分子当たりにアゾ骨格を３つ以上有する化合
物を意味する。ポリアゾ化合物としては、ブラック系の色調を有する染料が好ましい。具
体的には、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック１９、２２、３２、３８、７４、１６８などが挙
げられる。更に、一般式（１）及び一般式（２）で表される化合物が挙げられる。
【００２０】
【化１】

【００２１】
（一般式（１）中、Ｍはそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は
有機アンモニウムである。）
【００２２】
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【００２３】
（一般式（２）中、Ｍはそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は
有機アンモニウムである。）
これらの中でも、一般式（１）で表される化合物及び一般式（２）で表される化合物から
選ばれる少なくとも１種を用いることが好ましい。
【００２４】
　（ジスアゾ化合物）
　本発明において、ジスアゾ化合物とは、１分子当たりにアゾ骨格を２つ有する化合物を
意味する。ジスアゾ化合物としては、イエロー～オレンジ～レッド系の色調を有する染料
が好ましい。具体的には、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー１２、３３、４４、５０、８６、
１３２；Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２、４、２３、２４、４６、７５、８３；Ｃ．Ｉ．ア
シッドレッド８９、１１４、１１５、１３４、１４５；Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６
、２９、１０２などが挙げられる。これらの中でも、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー８６及
びＣ．Ｉ．ダイレクトイエロー１３２から選ばれる少なくとも１種を用いることが好まし
い。
【００２５】
　（モノアゾ化合物）
　本発明において、モノアゾ化合物とは、１分子当たりにアゾ骨格を１つ有する化合物を
意味する。ジスアゾ化合物としては、イエロー～オレンジ～レッド系の色調を有する染料
が好ましい。具体的には、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー８、２７、２８；Ｃ．Ｉ．アシッ
ドイエロー１１、１７、２５、２９；Ｃ．Ｉ．フードイエロー３；Ｃ．Ｉ．アシッドレッ
ド６、８、１３、１４、２６、３２、３５、４２、１０６、２４９、２６５などが挙げら
れる。更に、一般式（３）で表される化合物が挙げられる。
【００２６】
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【化３】

【００２７】
（一般式（３）中、Ｍはそれぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は
有機アンモニウムである。）
【００２８】
　これらの中でも、Ｃ．Ｉ．フードイエロー３及び下記一般式（３）で表される化合物か
ら選ばれる少なくとも１種用いることが好ましい。
【００２９】
　本発明においては、モノアゾ化合物及びジスアゾ化合物を両方含有することが、優れた
ブラックの色調を得るためにはより好ましい。
【００３０】
　（染料の含有量）
　本発明のインクに用いる染料は、ニュートラルに近いブラックの色調を有するように、
それぞれの含有量を決定することが好ましい。本発明のインクに用いる染料の合計の含有
量（質量％）は、インク全質量を基準として、０．１質量％以上１５．０質量％以下であ
ることが好ましい。更には、５．０質量％以上１５．０質量％以下であることがより好ま
しい。染料の合計の含有量が、０．１質量％より小さいと、グレーインクとして画像濃度
が十分に得られない場合がある。また、５．０質量％より小さいと、ブラックインクとし
て画像濃度が十分に得られない場合がある。１５．０質量％より大きいと、インクジェッ
ト方式で吐出した際に耐固着性などが十分に得られない場合がある。
【００３１】
　また、インク全質量を基準としたポリアゾ化合物の含有量（質量％）、及び、モノアゾ
化合物及びジスアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種の含有量（質量％）は、それぞれ
０．１質量％以上１０．０質量％以下であることが好ましい。
【００３２】
　更に、インク全質量を基準としたポリアゾ化合物の含有量（質量％）が、モノアゾ化合
物及びジスアゾ化合物から選ばれる少なくとも１種の含有量（質量％）に対して、０．５
倍以上であることが好ましい。０．５倍より小さい場合は、十分な画像濃度が得られない
場合がある。尚、本発明においては、質量比率を算出する際の成分の含有量は、インク全
質量を基準としたものである。
【００３３】
　また、上記の特定の骨格を有する各染料の他に、上記の特定の骨格を有さない染料（以
下、「その他の染料」とする）を更に含有してもよい。その場合は、インクに使用する染
料の総量を基準として、前記その他の染料の含有量（質量％）が１０．０質量％以下であ
ることが好ましい。
【００３４】
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　＜糖化合物＞
　本発明のインクは、炭素数が６以上、かつ、ヒドロキシ基数が５以上である糖化合物を
含有する。本発明において、使用することができる糖化合物としては、単糖類及びその脱
水縮合物、糖アルコールが挙げられる。ここで、単糖類の脱水縮合物とは、「単糖類２分
子以上が脱水縮合により、グリコシド結合した化合物」を意味する。また、糖アルコール
とは、「単糖類又は単糖類の脱水縮合物のアルデヒド基およびケトン基を還元した化合物
」を意味する。糖化合物は立体異性体を有するものが多く存在するが、Ｄ体でもＬ体でも
よい。
【００３５】
　本発明のインクに用いることができる糖化合物は、具体的には以下の通りである。例え
ば、単糖類としては、アロース、アルトロース、グルコース、マンノース、グロース、イ
ドース、ガラクトース、タロース、プシコース、フルクトース、ソルボース、タガトース
、セドヘプツロース、コリオース、フルクトフラノース、アロピラノース、アルトロピラ
ノース、グルコピラノース、マンノピラノース、グロピラノース、イドピラノース、ガラ
クトピラノース、タロピラノースなどが挙げられる。単糖類の脱水縮合物としては、例え
ば、マルトース、セロビオース、ゲンチオビオース、メリビオース、ラクトース、ツラノ
ース、ソホロース、トレハロース、イソトレハロース、スクロース、イソサッカロースな
どが挙げられる。糖アルコールとしては、例えば、ソルビトール、マンニトール、イジト
ール、ガラクチトール、ボレミトール、ペルセイトール、マルチトールなどが挙げられる
。これらの糖化合物は、必要に応じて１種又は２種以上を用いることができる。本発明に
おいては、これらの中でも、ソルビトール、ガラクトース及びトレハロースから選ばれる
少なくとも１種を用いることが好ましい。
【００３６】
　本発明のインクに用いる糖化合物は、炭素数が１２以上であることが好ましい。また、
ヒドロキシ基数が８以上であることが好ましい。本発明者らの検討によると、炭素数が１
２以上、かつ、ヒドロキシ基数が８以上である糖化合物を用いた場合、耐湿性がより向上
することを確認した。したがって、上記例示した糖化合物の中でも、トレハロースを用い
ることがより好ましい。また、炭素数は２０以下、ヒドロキシ基数が１５以下であること
が好ましい。
【００３７】
　本発明のインクに用いる糖化合物の含有量（質量％）は、インク全質量を基準として、
５．０質量％以上であることが好ましい。更には、２０．０質量％以下であることが好ま
しい。また、インク中の糖化合物の含有量（質量％）が、染料の含有量（質量％）に対す
る質量比率で、０．５倍以上２０．０倍以下であることが好ましい。
【００３８】
　＜水性媒体＞
　本発明のインクには、水、又は、水及び水溶性有機溶剤の混合溶媒である水性媒体を用
いることができる。インク中の水溶性有機溶剤の含有量（質量％）は、インク全質量を基
準として、５．０質量％以上９０．０質量％以下であることが好ましい。更には、１０．
０質量％以上５０．０質量％以下であることがより好ましい。水溶性有機溶剤としては、
従来、インクに一般的に用いられているものを何れも用いることができる。例えば、アル
コール類、グリコール類、アルキレン基の炭素原子数が２乃至６のアルキレングリコール
類、ポリエチレングリコール類、含窒素化合物類、含硫黄化合物類などが挙げられる。こ
れらの水溶性有機溶剤は、必要に応じて１種又は２種以上を用いることができる。水は脱
イオン水（イオン交換水）を用いることが好ましい。インク中の水の含有量（質量％）は
、インク全質量を基準として、５０．０質量％以上９５．０質量％以下であることが好ま
しい。
【００３９】
　＜その他の添加剤＞
　本発明のインクは、上記の成分以外にも必要に応じて、トリメチロールプロパン、トリ
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メチロールエタンなどの多価アルコール類や、尿素、エチレン尿素などの尿素誘導体など
、常温で固体の水溶性有機化合物を含有してもよい。更に、本発明のインクは必要に応じ
て、界面活性剤、ｐＨ調整剤、防錆剤、防腐剤、防黴剤、酸化防止剤、還元防止剤、蒸発
促進剤、キレート化剤、及び樹脂などの種々の添加剤を含有してもよい。
【００４０】
　［その他のインク］
　また、フルカラーの画像などを記録するために、本発明のインクを、本発明のインクと
は別の色調を有するインクと組み合わせて用いることができる。本発明のインクは、例え
ば、その他のブラックインク、シアンインク、マゼンタインク、イエローインク、レッド
インク、グリーンインク、及びブルーインクなどから選ばれる少なくともいずれか１種の
インクと共に用いることが好ましい。また、これらのインクと実質的に同じ色調を有する
、所謂淡インクをさらに組み合わせて用いることもできる。これらのインク又は淡インク
の色材は、公知の染料であっても、新規に合成された色材であっても用いることができる
。
【００４１】
　［インクカートリッジ］
　本発明のインクカートリッジは、インクを収容するインク収容部を有し、前記インク収
容部に、上記で説明した本発明のインクが収容されてなるものである。インクカートリッ
ジの構造としては、インク収容部が、液体のインクを収容するインク収容室、及び負圧に
よりその内部にインクを保持する負圧発生部材を収容する負圧発生部材収容室で構成され
るものが挙げられる。又は、液体のインクを収容するインク収容室を持たず、収容量の全
量を負圧発生部材により保持する構成のインク収容部であるインクカートリッジであって
もよい。更には、インク収容部と記録ヘッドとを有するように構成された形態のインクカ
ートリッジとしてもよい。
【００４２】
　［インクジェット記録方法］
　本発明のインクジェット記録方法は、インクをインクジェット方式で吐出する工程を有
するインクジェット記録方法であって、上記で説明した本発明のインクを使用するもので
ある。本発明においては特に、インクに熱エネルギーを作用させて記録ヘッドの吐出口か
らインクを吐出させる方式のインクジェット記録方法が好ましい。尚、本発明における「
記録」とは、インク受容層を有する記録媒体や普通紙などの記録媒体に対して本発明のイ
ンクを用いて記録する態様、ガラス、プラスチック、フィルムなどの非浸透性の記録媒体
に対して本発明のインクを用いてプリントを行う態様を含む。
【００４３】
　［記録媒体］
　本発明で使用することができる記録媒体としては、インク受容層を有する記録媒体や普
通紙などの浸透性の記録媒体や、ガラス、プラスチック、フィルムなどの非浸透性の記録
媒体が挙げられる。中でも、インク受容層を有するものが好ましく、光沢ないしは半光沢
の性状を有する表面を持つものがより好ましい。具体的には、支持体の少なくとも一方の
面に、シリカ、アルミナ又はその水和物などの顔料を主体とし、必要に応じてバインダや
カチオン性ポリマーなどの添加剤を含んで構成されるインク受容層を有する記録媒体を用
いることが好ましい。このような記録媒体は、顔料粒子で構成される多孔質構造の空隙に
よりインクを吸収するものであり、形成した画像が高品位なものとなるため好適である。
支持体としては、前記インク受容層を形成することが可能であって、かつ、インクジェッ
ト記録装置の搬送機構によって搬送可能な剛度を与えるものが好ましく、例えば、パルプ
や填料を含んで構成される紙などが挙げられる。また、支持体の少なくとも一方の面にポ
リオレフィンなどの樹脂層を設け、更にその上にインク受容層が形成されている記録媒体
であってもよい。更に、支持体の両面にインク受容層を有する記録媒体を用いることもで
きる。
【実施例】
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【００４４】
　以下、実施例及び比較例を用いて本発明を更に詳細に説明する。本発明は、その要旨を
超えない限り、下記の実施例によって何ら限定されるものではない。尚、以下の実施例の
記載において、「部」とあるのは特に断りのない限り質量基準である。尚、明細書及び表
中の略称は以下の通りである。
ＦＹ３：Ｃ．Ｉ．フードイエロー３
ＤＹ１３２：Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー１３２
ＤＹ８６：Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー８６
【００４５】
　＜インクの調製＞
　表１に示す染料及び糖化合物を、下記各成分と混合した。尚、イオン交換水の残部は、
インクを構成する全成分の合計が１００．０質量％となる量のことである。
・水溶性染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１参照
・糖化合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１参照
・エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１参照
・ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０質量％
・アセチレノールＥ１００（界面活性剤：川研ファインケミカル製）　　　１．０質量％
・イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００４６】
　これを十分撹拌した後、ポアサイズ０．２０μｍのフィルターにて加圧ろ過を行い、各
インクを調製した。尚、一般式（１）、一般式（２）で表される化合物は何れもＮａ塩で
あった。また、一般式（３）で表される化合物はＬｉ塩であった。
【００４７】
【表１】

【００４８】
　＜評価＞
　下記の各評価は、インクジェット記録装置ＰＩＸＵＳ　ｉＰ８６００（キヤノン製）を
用いて行った。記録条件は、温度：２３℃、相対湿度：５５％、記録密度：２，４００ｄ
ｐｉ×１，２００ｄｐｉ、１滴あたりの吐出量：２．５ｐＬとした。本実施例においては
、上記インクジェット記録装置を用いて、解像度６００ｄｐｉ×６００ｄｐｉで１／６０
０インチ×１／６００インチの単位領域に２．５ｐＬの体積のインクを８滴付与する条件
を、記録デューティが１００％であると定義するものである。
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　（ブラックの色調）
　上記で得られた各インクをインクカートリッジに充填し、上記インクジェット記録装置
に装着した。そして、記録媒体ＧＬ－１０１（キヤノン製）に、記録デューティが１００
％の画像を記録し、温度：２３℃、相対湿度：５５％の環境で２４時間乾燥させた。そし
て、得られた画像と、色見本帳であるＦＯＲＭＵＬＡ　ＧＵＩＤＥＳ／ｓｏｌｉｄ　ｃｏ
ａｔｅｄ（Ｐａｎｔｏｎｅ製）に収載されている色サンプル名　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｂｌａ
ｃｋ　Ｃ（以下、「標準画像」とする）を目視で比較し、その色調を評価した。ブラック
色調の評価基準は下記の通りである。尚、下記の評価基準において、Ａが好ましいレベル
とし、Ｂは許容できないレベルとした。評価結果を表２に示す。
Ａ：標準画像と同等の色調であった
Ｂ：標準画像と色調に若干の違いはあったが、ほぼ同等であった
Ｃ：標準画像と色調が異なっていた。
【００５０】
　（画像の耐湿性）
　上記で得られた各インクをインクカートリッジに充填し、上記インクジェット記録装置
に装着した。そして、記録媒体ＳＧ－２０１（キヤノン製）に、１ｍｍ×１ｍｍの記録部
（記録デューティが１００％の記録部）と１ｍｍ×１ｍｍの非記録部を交互に配した市松
模様の画像（３０ｍｍ×３０ｍｍ）を、それぞれのインクについて２つずつ記録した。そ
して、一方の画像（画像１）を、温度：２３℃、相対湿度：５５％の環境で４８時間放置
した。もう一方の画像（画像２）は、温度：２３℃、相対湿度：５５％の環境で４８時間
放置した後、更に、温度：３０℃、相対湿度：８０％の環境で７２時間放置した。通常の
湿度条件下に放置された画像１と比較したときに、高湿条件下に放置された画像２に滲み
が発生するかを目視で観察し、画像の耐湿性を評価した。画像の耐湿性の評価基準は下記
の通りである。尚、下記の評価基準において、ＡＡ～Ｂが好ましいレベルとし、Ｃは許容
できないレベルとした。評価結果を表２に示す。
ＡＡ：画像１と比較して、画像２には滲みがなかった
　Ａ：画像１と比較して、画像２にはほとんど滲みがなかった
　Ｂ：画像１と比較して、画像２には滲みがみられたが、許容できるレベルであった
　Ｃ：画像１と比較して、画像２には明らかな滲みがみられた。
【００５１】
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